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構
改
系

自
治
会
不
参
加

府
学
連
に
は
五
〇
〇
人
が
結
集

　

棄
京
都
学
連
の
ア
メ
リ
カ
大
使
鋸抗
議
デ
モ
に
呼応
し
て
+
一月
九

日
、
神
戸
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
全関
西
掌
生
総
決
起
集
会
が
行

榊

な
わ
れ
た
。
構
改
系
学
生
自
治
会
の
不参
加
と
い
つこ
と
も
あ
り
、
学

生
の動
員
数
が
少
な
く
、
機
動
隊
の
暴
力
の
前
にな
す
と
こ
ろ
な
く
終

った
と
い
つ印
象
が
弾
く
、
逮
捕
掌
生
三
人
を出
し
な
が
ら
も
、
ベト

ナ
ム反
戦
闘
争
の
重
さ
を
参
加
学
生
一人
一
人
に感
じ
させ
た
よ
つで

あ
っ
た。

ペ
トナ
ム参
戦
国
マ
一一ラ
会
談
後
、
ま

す
ます
エ
スカ
レ
ー
ト
の
一途
を
た
ど

る
ベ
トナ
ム曼
略
戦
争
反
対
を
叫
ん

で
、
去
る
+
一月
九
日
、
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
全
関
西学
生決
起
集
会
が
東
京
都
学

連
の
ア
メ
リ
カ大
使
館
抗
議
デ
モ
に
呼

応
し
て
、
神
一戸市
役所
前
広
場
に
約
八

百
人
余
り
の掌
生参
加
の下
に
行
な
わ

れ
た
。

こ
の
集
会
は、
はじ
め
大
阪
、
兵
厚

の
両
府
県
学
連
(民学
同、
構
改
派

フ
ロ
ン
ト
系
主
派
)
と
京
都府
学
連

(社
学
同
主
流
)
と
の提
唱
で、
三

府
県
掌
連
統
一行
動
とし
て
予定
さ

れ
て
い
た
が
、
大
阪
、兵
庫
の両
府

県
学
連
お
よ
び
京
都
府学
連内
の立

命
館
大
学
な
ど
の
民学
同
・フ
ロ
ン

ト
系
自
治
会
が
参
加し
え
な
か
った

た
め
、
参
加
者
数
は
当
初
の
予
定を

下
回
り
、
量
的
に
は
困
難な
集
会
で

あ
った
。
し
か
し
、
十
・
二
一ベト

ナ
ム
反
戦
ス
ト
に千
八百
人
の参
加

を
も
った
京
都府
掌
連
は
、
神
戸
と

い
う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィキ
ャ
ソブ
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
同
志
社
の
三百
人

を
は
じ
め
バ
ス
九
台
(本学
か
らは

百
数
十
人
余
り
)
を
連
らね
て、
約

全
京
部

帽
万
人
集
会

京
大
で
は
五
雪
連

絡
会
議
が
参
加

+
五
日
全
京
都
一万
人
集
会
に
各
民主

団
体
と
共
に
京
大
か
ら
は
五
者
連
絡
会

議
(同
学
会
、
生
協
労
組
、
生
協
理事

会
、
職
員
組
合
、
院
生
協
)
が
こ
れ
に

加
し
た
。
集
会
は
午
後
五
時
半
か
ら

労
働
者
。学
生
約
三
千
人
が
集
ま
っ
て

開
か
れ
「佐
藤
内
閣
打
倒
」
「国
会
即

時
解
散
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択

し
た
後
市
役
所
前
ま
で
の
デ
モ
行
雌
に

移
った
。

五
百
人
が
こ
れ
に
参
加
し
た
.

大
阪
か
ら
の
大
経
大
、
大
阪
市
大
、関

西
大
、
兵
犀
か
ら
の
神
大
、
神戸
商
船

大
、
関
西
学
院
大
、
お
よ
は
和
歌
山

大
、
滋
賀
大
な
ど
の
参
加
の
後、
四時

過
ぎ
か
ら
集
会
が
開
か
れ
、
各単
位
自

治
会
か
ら
各
校
の
取
組
み
情
況
、ま
た

医
学
運
関
西
支
部
か
ら
の
支
援
ア
ッビ

ー
ル
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
後
、
「ベ
ト

ナ
ム
侵
陥
戦
争
反
対
」
「日
本
政府
の

軍
事
物
資
の
製
造
。輸
送
な
ど
によ
る

戦
争
加
担
反
対
」
「原
演
・原
空
母寄

港
阻
止
」
「国
立
大
学
授
業
料
値
上
げ

反
対
」
な
ど
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択

し
、
六
時
過
ぎ
か
ら
神
戸
市
役所
前ー

ア
メ
リ
カ
領
學
館
-
神
戸
大
丸
-兵
隈

県
庁
の
コ
ー
ス
で
デ
モ
行
進
に
移
っ

た
。デ

モ
の
途
中
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
を
訴

、

窒
飛
ぽ
う

人
は
、
な
か
な
か
面
白
い
こ
と
を
言
う
。
ガ
ガ

ーリ
ンだ
った
か
チ
ト
フ
だ
った
か
の
、
「宇

宙
では
別
に急
ぐ
こ
と
も
な
い
し
ね
」
と
い
う

のは
、
さ
す
が
に
地
球
の
引
力
を
さ
え
ふ
り
切

った
人
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
と
、
感
心
さ
せ
た

も
のだ
が
、
最
近
で
は
女
流
飛
行
家
の
、
「空

では
自
分
の
し
た
こ
と
は
、
み
ん
な
自
分
に
ふ

り
か
か
って
来
ま
す
も
の
」
、
と
い
う
の
が
印

象
に残
った
。
た
し
か
日
本
で
最
年
少
の
飛
行

家
と
か
で
、
ど
こ
か
の
学
生
だ
った
よ
う
に
記

憶
す
る
が
、
味
な
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。

旅
客
と
し
て
、
専
門
家
の
操
縦
す
る
飛
行
機

に乗
った
時
で
す
ら
、
い
よ
い
よ
土
を
畦
れ
よ

う
と
す
る
時
に
は
、
一種
敬
匪
な
気
持
に
な
る

も
のだ
か
ら
、
ま
し
て
自
分
の
訓
練
を
頼
0
に

空
へ浮
ぼ
う
と
す
る
人

に々
は
、
高
度
の
精
神

集
中
が
あ
っ

て

そ
れ
が

こ
と
は
に
ま

で
磨
き
を
か

け
て
来
る
の
゜

で
あ
ろ
う
。

私
は
中
学
時

代
にグ
ラ
イ
ダ
;
部
の
下
級
生
と
し
て
、
ほん

の三
M
の
高
度
に
浮
ん
だ
経
験
が
あ
る
が、
一

つ聞
違
え
ぱ
死
し
か
な
い
、
と
り
っ
世
界
のき

び
し
さ
は
～
十
分
想
懲
す
る
こ
と
が
で
きる
。

き
っと
こ
う
い
う
人
々
か
ら
見
れ
ば
、
随
上
の

遡
転
手
の
モ
ラ
ル
の
低
下
は
、
畜
生
の
次
元
の

も
の
と
感
じ
と
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
の
飛
行
家
が
、
生
命

の危
険
を
か
け
て
見
出
し
て
来
る
も
の
が、
他

な
ら
ぬ
地
上
の
翼
理
で
あ
る
こ
と
が
、
一段
と

面
白
く
思
わ
れ
る
。
航
空
機
を
飛
ば
し
、
人
工

空

中

言

渡

辺

実

衛
星を
打
ち
上
げ
る
こ
と
で
、
地
上
に
は存
し

な
い様

の々
事
笑
が
知
ら
れ
た
k

ま
た知
ら

れ
つづ
け
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
人
間
で
あ
る彼

ら
飛
行
士
が
、
地
上
的
な
ら
ざ
る
経
験
の中
に

発
見
す
る
意
味
は
、
か
え
って
実
に
地
上的
で

あ
る
。
別
に
急
ぐ
こ
と
は
な
い
、
と
は、
現
在

の
地
上
へ
の
垂
訓
に
他
な
ら
ぬ
。
そ
し
て自
分

の
す
る
こ
と
が
す
べ
て
自
分
に
ふ
り
か
かる
の

は
、
す
な
わ
ち
こ
の
地
上
の
法
則
で
はな
い

か
。に

も
か
か
わ
ら
ず
、
雅
も
が
い
そ
が
し
そう

に
し
て
い
る
。
多
忙
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の人

の
活
動
力
の
証
拠
で
あ
り、
あ
る
いは
む
し
ろ

能
力
の
指
標
で
あ
る
よ
う
に見
な
さ
れ
が
ち
で

あ
る
。
お
ま
け
に
自
分
の
し
た
こ
とが
自
分
に

ふ
り
か
か
り
そ
う
に
な
る
と
、あ
れ
は
秘
書
の

し
た
こ
と
で
自
分
は
知
ら
ぬ
、と
い
っ
たせ
り

ふ
が
ま
か
り
通
る
。
自
分
の
い
る地
上
の、
厨

す
る
団
体
の
、
そ
の
日
常
の
あ
り
方を
、
人
間

の
あ
り
方
だ
と
渤
ち
が
い
し
た
鎧
覚
と
答
わね

ば
な
ら
ぬ
。
地
上
の
日
常
の
生
活
は戸
やは
り

糟
神
集
甲
を
い
つ
の
聞
に
か
鈍
ら
せ
る
の
だ。

だ
か
ら
飛
行
士
た
ち
が
語
る
、
考
え
て
見
れ
は

平
凡
な
こ
と
ば
が
、
よ
く
今
日
の
文
明
批
評と

な
り
得
た
の
で
あ
る
。

み
ん
な
時
々
は
飛
び
立
つ
べ
き
で
あ
る
。自

し

分
を
い
つ
の
間
に
か
麻
痩
さ
せ
る
あ
れ
こ
れ
の

引
力
に
抗
ら
って
、
命
を
か
け
る
気
慨
で
飛
び

立
つ
経
験
を
持
ち
た
い
、
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん

破
壊
を
意
図
し
て
で
な
く
、
す
べ
て
が
自分
に

ふ
り
か
か
って
来
る
と
い
う
節
度
に
お
い
て
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
でも
や
は
り
急ぐ

こ
と
は
な
い
.
要
は
自
分
に
与
え
ら
れ
た
一生

を
、
D
っく
り
意
義
あ
ら
し
め
る
た
め
の、
高

度
の
精
神
集
中
に
あ
る
の
で
あ
っ
て、
そ
れ以

外
の
も
の
は
操
縦
を
く
る
わ
せ
る
不
純
で
しか

な
い
か
ら
。

(軟
養
部
助
教
投
・貫
晒
学)

え
る
直
接
的
目
標
点
で
あ
る
在
神
戸

ア
メ
リ
カ
領
事
館
前
や
県
庁
付
近

で
、
兵
躍
県
警
機
動
隊
は
、
デ
モ
隊

の指
揮
棒
、
旗
な
ど
を
奪
い
、
先
頭

部
分
へ殴
る
蹴
る
の
個
人
テ
ロ
を
繰

り
返
し
た
た
め
、
学
生
の
あ
い
だ
に

相
当
数
の
負傷
者が
出
た
ほ
か
、
同

大
生
な
と
三
人
が公
務
執
行
妨
害
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。そ
の後
、
最
終

地
点
の
兵
嵐
県
教
委
横
で総
括
集
会

を
行
な
い
、
午
後
八時
過
ぎ
㌦
流
れ

解
散
し
た
。

職畜劉

平
連
主
催
の
ベ
ト
ナ
ム
テ
ー
チ
イ
ン

が
〈四
度
び
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
私
〉

のテ
ー
マで
開
高
健
、
鶴
見
俊
輔
、

橋
本
峰
雄
が
齢
加
し
て
開
か
れ
る
。

二十
九
B
に
は
学
内
で
文
学
部
・教

育
学
部
各
自
治
会
J
社
研
主
催
、
本

社
後
援
ベ
ト
ナ
ム
テ
イ
ー
チ
イ
ン
が

麺
見俊
輔
氏
も
参
加
し
て
開
か
れ
る

十
二月
三日
に
は
「イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョナ
リ
ズ
ム
と
排
外
主
義
」
の
シ

ンポ
ジウ
ム
が
野
村
修
・藤
本
薩
治

・
八木
健
彦
氏
参
加
し
て
開
か
れ
倒

閣
闘争
のも
つ昆
族
的
排
外
主
義
が

中
心
とな
る
。
三
十
日
～
十
二
月
八

日
には
京
学
遣
T
府學
連
の
統
一行

動
がも
たれ
十
二月
八
日
に
向
け
て

の学
生戦
線
の統
一強
化
が
課
髄
と

一

な
っ
て
いる
。

十
二
月
八
日
の
国
際反
戦
共同
行
動
で

は
学
内
に
お
い
ては
文
字部
な
ど
の
ス

ト
ラ
イ
キ、
府
学
連
-
反
戦
脅
年
委
の

統
一行
動
が
追
求さ
れ
て
いる
。
さ
ら

に
十
七
・十
八
・
十
九
の
三日
間
東
京

の
明
治
大
学
に
お
い
て
、
去
る
十
月
八

日
九
日
の
全
掌
連
再
建
準
備
会
結
成
大

会
で
確
認
さ
れ
た
全
学
連
再
建
大
会
が

開
か
れ
る
。

吉
田
゜
具

体

案

は

寮
祭

提

起

さ

れ
ず

十
一月
二十
日
前
後
に
行
な
わ
れ
る
予

定
の
吉
田
篭
寮
祭
に
つ
い
て
は
、
末
だ

艮
体
案
は
出
さ
れ
て
な
い
が
、
今
年
は

例
年
の
お
祭
り
騒
ぎ
的
寮
祭
か
ら
、
禦

生
と
し
て
の自
己
認
識
「欄
々
人
に
と

っ
て寮
と
は
何
か
」
と
い
う
問
題
を
、

自
治
寮
、
厚
生
施
設
と
し
て
の
寮
機
構

へ
の日
常
的
な
主
体
的
参
加
に
よ
って

提
起
し
、各

が々
積
極
的
に
寮
を
構
成

し
て
いく
よ
う
に
と
い
う
目
的
の
も
と

に、
そ
の契
機
と
し
て
の
鐸
祭
へ
と
移

っ
て
行く
よ
う
だ
。
従
って
今
回
は
模

凝
盾、
劇
等

の々
ア
ト
フク
シ
ゴン
は

姿
を
消
し、
講
演
会
や
デ
イ
ス
カ
ソ
シ

ョ
ンを
主
体
と
し
て
寮
祭
が
催
さ
れ
る

模
様
で
ある
。

国
家
試
験

を
ボ
イ

コ
ッ
ト

臨
時
大
会
で
宣
言

十
二
月
八
日

国
際
統

一
行
動

世
界
各
国
が
参
加

六
日
、
本
学
医
学
部
で
青
医
連
(今
尾

貞
夫
委
員
長
、
東
大
病
院
)
の
第
四
回

臨時
全国
大
会
が
開
か
れ
、
「イ
」
制

度
完
廃
を
実
現
す
る
た
め
、
来
春
の
国

家
試
験
を
ボ
イ
コ
ソト
す
る
と
宣
言
し

現
在
爵
医
連
に
は
全
国
四
十
六
の
医

学
部
、
医
科
大
学
の
う
ち
三
十
五
大

学
か
ら
三手
六
百
八
が
参
加
し
、
す

で
に
「イ
」
制
完
廃
を
主
張
、
同
制

度
を
ボ
イ
コ
ソト
し
て
、
各
大
学
で

自
主
的
カ
リ
キ
ュラ
ム
の
下
で
医
学

研
修
を
行
な
って
い
る
。
こ
の
日
の

大
会
に
は
約
八
十
人
の
代
表
が
集ま

り
「国
家
試
験
は
「イ
」
制
を
守
る

最
後
の
と
り
で
に
な
って
い
る
」
と

し
て
、
全
国
的
に
ボ
イ
コ
ソ
ト
す
る

方
針
を
確
認
し
た
。

連医青

す
で
に
本学
、
東
大
な
ど
二十
の
大
学

で
国
家
試
験ボ
イ
コ
ソト
が
う
あ
鴇
さ

れ
て
お
り
、更
に残
り
の
大
学
も
同
じ

方
針
が
出さ
れる
も
のと
思
わ
れ
る
。

奪

ル
ト
ル
さ
ら
に
ス
ウ
・ー
デ
ン
。
藤

す
る
竪

同
行
動
に
向
け
て
の

十
二月
八
日
、
ア
メ
リ
カ
で
は
戦
争
抵

抗
責
同盟
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
百
人
委
・

ラ
ソセ
ル
。核
軍
縮
委
・フ
ラ
ン
ス
で

チ
ェ
コ
・ポ
ーラ
ン
ド
そ
し
て
太
平
洋

参
戦
國
人民
会
議
(カ
ナ
ダ
・オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ージ
ーラ
ン
ド
)
が

予
算
獲
得
が有
利
にな
る
だ
ろ
う
、
な

あ
って
、
こ
れ
は
法
律
と
で救
わ
れ
る

ど
の
見
解を
特
別
委
が
と
って
い
る
こ

と
考
え
る
の
は
安
易
で
ある
③職
菜
訓

と
が
う
か
が
え
たと
し
て
い
る
。

練
化
し
て
い
る
現
状
を
員、
内
容
な
ど

文
部
省
に
よ
る規
準
作
成
は
①
大
学
院

直
ち
に
改
醤
す
る
べ
き
であ
る
、
な
ど

大
学
や
教
育大
学
な
ど
の大
学
コ
ー
ス

の
批
判
を
院
生
協
など
は提
出
し
て
い

別
盛
備
に
即
し
た動
き
であ
る
恐
れ
が

る
。
院
生
協
は
近
日
中
に
堀尾
委
員
長

霧

の②離

羅
難

に再度会見を。し込む予
罵

学
内
府
学
運
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行

な
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
十
六
日
午
後
六
時
～
九
時同
志

社
大
学
掌
館
ホ
ー
ル
で
府学
連
・
べ

京
大
見
解
決
ま
る

漱学
鵬
目
的
大
学
化
の
お
そ
れ
も

八
日
馬
大
掌
院
制
度
特
別
委
(委
員
畏

堀
尾
正
雄
工
学
部
教
授
)
は大
学
院
制

度
に
関
す
る
京
大
の見
解を
ま
と
め
、

同
日
の
都
局
長
会
議
、蜘
議
会
で決
定

し
た
.
こ
れ
は
文
部
省
が作
成し
よ
う

ゆ

と
し
て
い
る
「大
掌院
設置
規
準
」
に

対
し
て
、
国
立
大掌
協会
が大
掌
側
の

見
解
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に八
月
四

日
母
け
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を求
め
て
い
た

も
の
に
答
え
と
U
て
出さ
れた
も
の
で

あ
る
。
こ
の
回
答
は
十
二
日、
国
大
協

に
郵
送
さ
れ
た
。
国
大
協
が
これ
ら
の

回
答
を
い
つ
頃
ま
とあ
る
こ
とに
な
る

か
夫
定
の
模
様
。

国
大
協
は
す
で
に
「大
学
員
設
置
基

準
を
め
ぐ
る
問
題
京
」を
第
一常
設

委
貝会
で
作
成
ル
各大
学
に配
布
し

て
い
た
。
今
度
の
京
大見
解
は
こ
れ

を
も
と
に
討
論
が
行な
わ
れ
た
む
の

八
、
九
日
付
け
京
都
、毎
日
許

に
よ

る
と
、
①
わ
が
国
の
ざ
予院
制
度
は
ま

だ
礎
立
さ
れ
て
い
な
い
の
で、
設
置
規

準
を
早
急
に
つ
く
る
こ
とが
大
切
だ

が
、
基
準
は
あ
ま
り
国
一的
にな
って

は
い
け
な
い
②
卒
糞著
の社
会
への
帰

属
に
著
目
せ
ず
、
教
育
研究
活
勤
に
着

目
す
る
の
が
妥
当
だ
③修
士
と
博
士
コ

ー
ス
は
並
量
す
る
の
では
な
く
、
積
み

上
げ
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
な
ど
を
中

心
と
し
て
い
る
。
評
議
会
で
一部
修
正

さ
れ
て
お
り
、
再
度
持
別
委
で
承
認
し

た
上
、
正
式
文
書
と
し
て学
内
に配
布

さ
れ
る
模
様
で
あ
る
。

新
聞
社
に
は
口
答
で
内
容
が
発
表さ

れ
た
模
様
で
、
正
確
な
内
容
は
公表

さ
れ
て
い
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

特
別
委
の
構
成
は
各
学
部
、
教
養部

研
究
所
代
表
十
四
人
。

十
一日
、
院
生
協
(議
長
・浪
江
経済

学
部
院
生
)
は
こ
の
京
大
見
解
に
対
し

て
、
堀
尾
委
員
長
、
庄
司
学
生
部
長
と

会
見
し
、
内
容
の
明
示
を
求
め
、
国大

協
原
案
など
にう
かが
わ
れ
る
見
解
に

対
す
る
疑問
点
を
正
し
た
。
院
生
協
は

こ
れ
に
対す
る
堀
尾
委
員
長
ら
の
答
え

か
ら
①
こ
の京
大
見
解
が
国
大
協
原
案

と
ほ
と
んど
一致
し
て
い
る
ら
し
い
②

京
大は
自
校
と
し
て
は
文
部
省
の
規
準

作
成
か
らう
け
る
影
響
は
少
い
で
あ
ろ

う
③規
準
は今
後
こ
れ
に
よ
り
入学
院

中
途
半
端
な
現
状
に
対
応
不
足

現
社
、
大
学
院
に
つ
い
て
は

⑲

学
蓑

膏[法
(第
{ハニ
、
占ハ耳[

～
八
条
)
に
お
い
て
一般
的
な
幽

規
定
が
な
さ
れ
て
い
る
ほ
か

は
、
大
学
院
設
置
審
議
会
の
決
定
事
項

昭
和
二七
年
決
定
で
●
る
「大
学
院
設

置審
査
基
準
要
項
」
が
あ
り
、
殴
置
、

変
更
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
よ
る

「大
学
院
設
置
基
準
審
議
会
」
の
申
し

合
わ
せ
に
よ
って
行
な
わ
れ
て
い
る
。

文
部
省
の
基
準
制
定
の
動
き
に
対
し

て、
大
協
か
ら
出
さ
れ
た
「大
学
院
設

置基
準
を
め
ぐ
る
問
題
点
は
第
一常
設

委
員
会
の討
誠
を
行
な
い
現
在
ま
で
に

得
た結
論
と
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要

す
る
諸
点
と
を
整
理
し
た
も
の
。
検
討

す
べき
点
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
め
ぐ

る
諸
見
解
や
現
状
を
注
記
し
て
い
る
。

各
大
学
でこ
の
賢
料
に
も
と
う
い
て
審

議
を行
い、
統
一見
解
セと
り
ず
と
め

る
こと
にな
って
い
る
。

内
容
は
総
論
、
大
学
院
の
目
的
、
性

格
、研
究
科
の
組
織
な
ど
十
二
章
に
わ

かれ
て
いる
。
①
大
学
院
設
激
星
準
制

定
に
つ
いて
は
「大
学
設
置
基
準
」
の

場
合
以
上
に
、
大
綱
に
と
ど
め
、
細
目

に
わ
た
り
画
一化
す
る
こ
と
は
避
け
る

べ
き
で、
「自
主
性
尊
重
」が
明
記
さ

る
へき
で
あ
る、
②
修
士
課
程
の
目
的

に
「高
度
の
応
用的
能
力
を
展
開
さ
せ

る
」
を
加
える
外
は
お
お
む
ね
「嬰

項
」
に
よ
るも
の
とす
る
、
③
研
究
、

修
士
課
程
、
博
士
課
程
等
に
つ
い
て

は
、
お
お
むね
学
校
教
育
法
お
よ
び

「要
項
」
に
よ
るも
の
とす
る
(注
・

「要
項
」
で
は
修
士
・博
士
課
程
の規

定
以
外
両
者
の
関
係
は
定
め
て
いな

い
。
「問
題
点
」
の
注
記
で
は事
実
上

「積
み
上
げ
」
法
式
にな
るも
の
と考

学園評諭

祭
の
存
在
の
意
床

今
年
の
十
一月
祭
は
テ
ー
マ
「青
年

よ
そ
の
眸
で
貰
実
を
み
よ
;
…
」

の下
に
、
十
八
臼
の
前
夜
祭
を
皮
切

り
に
し
て
開
始
さ
れ
る
.
二
十
四年
に

、駅大
文
化
祭
が
十
一月
祭
と
い
う
形で

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以釆
、
前

夜
祭
や
個
々
の
サ
ーラ
ル
企
圃
にみ
ら

れ
る
疑
り
上
哲
を
常
に
含
みな
が
ら
、

総
体
を
み
る
側
か
ら
は
、
十
一月
祭
企

圃
者
と
テ
ー
マ
の
質
的
変
化
に関
係
な

く
、
漸
次
不
耗
化
し
て
き
た
の
では
な

い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

三
十
四
年
か
ら
の
一連
の
テ
ー
マ
「

戦
後
世
代
の
意
識
の
解
明を
」
「独
出

十
一月
祭
に
つ
い
で

資
本
主覇
社
会
に
お
け
る
サ
デ
ィ
ズ
ム

と
マゾ
ヒ
ズ
ム
」
「故
郷
喪
失
の
時
代

と
僕
ら
」
「仮
眠
の
季
節
に
お
く
る僕

達
の
挨
拶
」
「噛
む
と
き
は
言
葉
を
考

え
る
な
」
は
、
問
題
に
さ
れ
た
〃創造

番
"に
則
し
て
い
い
か
え
れ
は
「いか

に
創
造
者
に
転
化
す
る
か
」
「ひた
す

ら
な
創
造
者
で
あ
り
え
た
時
とは
」

「ひ
た
す
ら
な
創
造
者
たれ
」と
な
り

女
保
闘
争
以
降
の
学
生
運
動家
層
の問

題
意
識
状
況
を
そ
れ
な
η
に
反
映し
て

い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マを

普
遍
化
す
る
こ
と
峯
よ
っ
て
十
一月
祭

の
文
化
盾
動
が
鰻
り
上
げ
られ
る
と
い

う
こ
とは
な
か
った
し
、
む
し
ろ
安
保

直
後
の状
況
によ
って
俣
障
さ
れ
た
一

定
の普
遍
性
か
ら
後
退
し
て
ゆ
く
過
程

に
あ
った
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
卑

に
そ
れが
正し
い
状
況
把
握
で
あ
った

と
い
うふ
,2
侶形
で
ヒ
張
さ
れ
る
こ
と

は
決し
てあ
0
荒
な
い
。
〃文
化
活
動

"
と
いう
宮
葉
の
隠
に
隠
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て、
例
え
ば
〃政
治
と
文
化
と
は

分
誰
す
べき
だ
"
と
か
"視
座
の
畏
い

活
動
こ
そ
頁
シ
な
活
勤
だ
"
と
か
主
張

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
現
象

的
に
党
派
性
の
屈
折
し
た
表
現
以
外
の

も
の
で
は
な
か
った
。
例
え
は
「そ
れ

でも
多
く
の
学
生
は
結
構
、
楽
U
ん
で

い
る
葛
や
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
が
、

そ
の
当
時
の
十
一月
祭
の
中
で
い
わ
れ

た
と
し
た
ら
衝
駐
を
感
し
な
か
っ
た
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
ら
のテ
ー
マは
そ
の
提

唱
者
の
意
証
状況
の臆
面
も
な
い
さ
ら

け
出
し
で
あ
っ
て、
例
え
ば
三十
五
年

の
テ
ー
マ
に
対し
て
の京
大
新
聞
評
論

が
「創
造者
に転
化
7
る
た
め
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
何
か」
と問
わ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
よ
う
に、
状
況
感
覚
以
外
の
も

の
で
はな
か
った
。
そ
の意
味
で
は
昨

年
の
笑
行委
が
「過
表
のテ
ー
マは
自

己
の
尾
を噛
み
回
わ
った
に
す
ぎ
な

い
」
と
評し
た
こと
は
正
し
い
。

・:

一一
・己

今
年
の
テ
ー
マは
昨
年
と
全
く
変
わ

り
映
えが
し
て
いな
いが
、
普
遍
性
を

強
調し
た
と
いう
慮
を
認
め
て
も
い

い
。
けれ
と
も
、
こ
のテ
ー
マは
何
も

い
っ
て
いな
いと
い
う
点
で普
遍
的
で

あ
る
にす
ぎ
な
い.
乙
のテ
ー
マは
現

在
の
社
会
、
思
想
状
況
に
せま
る
何
ら

の
イ
ン
パ
ク
ト
も
有
し
て
な
い。
も

し
、
提
唱
者
が含
み
え
て
いる
と
考
え

る
の
な
ら
は
、
そ
れは

「新
し
い
歴

史
」
「せ
ま
り
く
る
嵐
」
へ
の
対
処

を
、
無
媒
介
に
圏
d
の覚
派
へ
の結
集

そ
の
も
の
と
鎖
覚
し
た
ため
に外
な
ら

な
い
。
十
一月
祭
か
た
と
え政
治
と
文

化
の
混
同
の
中
で行
な
わ
れ
よ
う
と
、

そ
れ
が
政
治
的
カ
ン
パ
ニア
活
勤
と
し

て
成
功
す
る
こ
と
で
十分
であ
る
と
考

え
て
よ
い
。
け
れ
ど
も
、
テ
ー
マそ

れ
自
体
に
表
わ
れて
いる
よ
う
に、
自

己
の
状
況
把
握
を
欠
落さ
せ
て
いる
状

況
の
中
で
、
党
派
的
カ
ン
パ
ニア
活
助

に
終
始
す
る
こ
と
を
嬰
求
でき
る
と
考

え
る
の
は
誤
っ
て
い
る
。

…

三
ー

え
る
、
と
し
て
い
る
)
な
ど
が
基
本
間

題
に
つ
い
て
の
主
要
な
点
。

(一)
基
準
の
適
応
に
つ
い
て
は
既
成

大
学
院
と
新
成
大
学
院
の
間
で
差
異
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ、
京

大
、
東
大
等
が
安
易
な
態
度
を
と
る
こ

と
に
よ
り
国
大
協
と
し
て
の
意
見
が
目

的
別
大
学
化
の
動
き
に
無
抵
抗
に
なる

お
そ
れ
が
あ
る
、
(二
)
「要
項
」
に

お
いて
修
士
課
程
が
学
部
の
単
な
る
延

長
であ
って
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い

る
、
東
大
法
学
部
の
専
門
三
年
制
、
あ

る
い
は
京
大
工
法
の
二
回
生
へ
の
基
礎

課
目
必
須
化
な
ど
に
み
ら
れ
る
専
門
課

程
の
目
的
、
内
容
の
模
索
と
の
関
遮
が

不
明
で
あ
る
こ
と
【例
琴
ぱ
、
④
東
大

法
の
専
門
三
年
制
は
、
就
職
予
備
校
化

し
て
い
る
現
状
に
反
挽
す
る
、
研
究
教

育
目的
の大
学
院
大
学
化
へ
の
特
椹
宣

言
であ
る
(
「エ
コノ
ミ
ス
ト
』
11
月

15
日号
)
◎
京
大
の
工
文
教
で
は
学
部

学
生
の
半数
近
く
が
大
学
院
に
進
学
し

てお
り
、
修
士
の帥
%
近
く
が
就
職
し

て
いる
こと
など
か
ら
、
大
学
院
大
学

化
と
、專
門
的
職
粟
人
養
成
と
の
中
途

半
端
に要
請
に答
え
て
い
る
】
、
そ
の

他
、
高等
教
育
全
般
に
関
す
る
見
地
か

ら
考
祭
され
て
いな
い
(三
)
京
大
見

解
で
特
に直
接
的
に
社
会
の
要
謂
に
応

テ、る
べき
でな
いと
し
て
い
る
(各
紙

報
道
によ
る
)
のは
工
学
部
大
学
院
の

事
憎
を反
映
し
た
た
め
だ
と
い
う
槻
測

が
あ
るが
、
基
準
制
定
と
関
連
な
く
こ

れら
の
状
況
を
改
善
す
る
へき
で
あ

る
.
以
上
の
三痴
が
京
大
の
見
解
に
つ

い
て
主要
な
問
題
点
と
考
え
ら
れ
る
。

工
院
生
協

十

八

日
結

成

総

会

工
学
部院
生
の聞
で
は
か
ね
て
か
ら
工

学
部
院
生
協結
成
の
助
き
を
進
め
て
い

た
が
、十
七日
代
表
者
会
議
、
十
八
日

結
成
総会
が
ひら
か
れ
、
院
生
協
が
結

成
さ
れ
る
こと
に
准
った
工
学
部
院
生

の
聞
で
はす
で
に専
攻
別
に
協
議
会
が

あ
っ
た
が、
約
二年
前
、
自
衛
冨
入
掌

反
対
、院
生奨
学
金
など
で
連
絡
共
闘

を
進め
、
院
生
協
結
成
準
備
会
が
で
き

る
ま
で
に
な
って
いた
も
の
。

現
廿
、院
生
協
が
な
い
の
は
工
字

覚
派
的
思
考
に
終
始
す
る
部
分
と
、

そ
れ
に
対
し
て
主
に
そ
の
党
派
的
思
慮

の
欠
陥
を
批
判
し
な
が
ら
、
そ
の
正
の

側
面
を
一切
汲
み
上
げ
ず
南
自
ら
の覚

と
戦
術
の
提
起
の
中
に
自
ら
の
党
派
的

思
考
を
(無
自
覚
に
)
介
入
さ
せ始
め

て
い
る
時
、
自
ら
党
派
思
考
の
次
元
で

十
一月
廃
止
齢
を
主
張
す
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
定
期
的
に
〃祭
"

に
っい
て
膳
る
苦
渋
を
わ
れ
わ
れ
が
強

い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
む

し
ろ
党
派
的
思
考
を
越
え
る
幻
想
形
と

し
て
存
む
す
る
べ
き
、
共
同
体
に
よ
っ

て
と
り
行
な
わ
れ
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブな

〃祭
"
に
つ
い
て
の
思
考
を
各
自
の
内

に
お
い
て
深
め
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
に

要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

41年度熊野寮生活実態調査

1、4500円 平1ケ 月

昨年 より11%上 昇

 

熊
野
寮
蚕
貝
会
は
、
こ
んど
六
十
六

年
度
寮
生
生
活
実
態
調
査を
行
い
そ
の

結
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
調査
では
、

全
寮
生
の
四
分
の
一が
対象
と
な
って

お
り
、
委
員
会
は
ひ
き
つ
づき
調
査
を

行
う
と
い
っ
て
い
る
。
統
計
に
よ
れ

は
、
漿
生
の
平
均
一カ
月
生
活
費
は
昨

年
度
(六
十
五
年
、
吉
田
寮
生
生
活
実

態
調
査
に
よ
る
)
よ
り
約
十
一%
程
上

昇
し
て
一力
四
千
五
百
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
学
生
邪
厚
竺
課
の
昨
年

度
の字
生
生
活
実
態
調
査
に
よ
る
、
下

宿
生
の生
活
費
一万
九
干
円
よ
り
や
は

り
柑当
安
いも
の
と
な
って
い
る
。
ま

た
、
奨
学
金
な
ど
の
増
禎
を
求
め
る
声

も
多
く
、
一人
一乃
円
～
一万
五
千
円

の奨
学金
の必
要
を
訴
え
て
い
る
。
こ

れ
は
、
生
活
費
や
、
雑
費
に
経
費
の
大

部
分
が
出
て
し
ま
い
、
図
書
、
勉
学
費

が
非常
に少
な
い
こ
と
な
ど
で
、
十

分
勉
学生
盾
が
でき
な
い
。
ま
た
、
ア

ル
バイ
ト
も
七
割
以
上
が
し
て
お
り
、

し
て
いな
い
も
の
も
「捜
し
て
い
る
」

「も
っと
や
り
た
い
」
と
答
え
な
が
ら

も
「勉
掌
晦聞
が
欲
し
い
」
と
答
え
る

も
の
が多
いこ
と
75ど
か
ら
、
漿
生
の

ア
ルバ
イ
ト
も
楽
で
は
な
さ
そ
う
。
以

下
、寮
生
の生
盾
実
態
の
一部
を
勧
ヨ

か
ら
書
き
抜
いて
み
た
。
な
お
、
学
生

部
厚
生
課
で
も
現
在
六
十
六
年
度
学
生

生
盾
実
態
調
査
を
笑
施
し
て
お
り
今
年

度
中
には
、
ま
と
め
ら
れ
る
み
こ
み
で

あ
る
。(1

)
寮
生
の
収
入

の

●

乎
均

一四
、
五
〇
〇
円

最
商

五六
、
○
○
○
円

最
低

八
、
○
○
○
円

(イ
)
家
庭か
ら
の支
潅
り

平
均

六、
三
二四
円

(ロ
)
奨
単
金

全
体
の七
六
・九
%
が
奨
宇
金
を

受
け
てお
り、
竹
奨
は
、
五
一
・

九
%
で
ある
。

平
均

六
、
岬七
パ円

(ハ
)
ア
ル
バ
イト

七
二
・二
%
か現
在
家
庭敦
帥
、

雑
バ
イ
な
と
をし
て
いる
。
ア
ル

バ
イ
ト
に
さ
く時
間
、
単
均
一人

あ
た
り
一ヵ
月
二七
時
間
で
、
鹸

高
は
二
〇
八
時
聞と
い
つ者
も
い

る
。

ア
ル
バ
イ
ト
収
入

平
均

六
、
一五
四
円

最
尚

二
三
、
○○
○
〃

贔
低

一、
○○
○
〃

(2)
又出
(以
下す
へて
平
り伯
し

一四
、
三
一〇
円

食
費

七
、
〇
一四
〃

勉
学
費

二
、
二七
二
〃

教
喪
娯
楽
一、
八
八
三
〃

衣
服
雑
費
戸、
五
六
二
〃

寮
費

一、
配
七
〇
〃

部
、
医
学
部
の
二
つ
だけ
で、
持
種

な
事
情
を
博
つ
医掌
部
を
のぞ
いて

は
、
工
学
部だ
け
が
懸
案
と
な
って

い
た
。
工学
部院
生
協
が
結
成
さ
れ

る
と
、
全
学
の院
生
の約
四
割
が
始

め
て
組
織
さ
れ
る
こと
にな
る
。
企

業
か
ら
の
施
設、
研
究費
補
助
や
、

依
話
研
究
馬
講
座
教授
の企
桑
顧
門

兼
任
な
ど
産
掌
協同
の大
き
な
問
題

を
多
く
か
か
え
て
い
る
工学
部
で、

微
妙
な
立
場
に
立
つ院
生
の問
題
を

顕
在
化
さ
せ
る
重
要
な任
務を
負
わ

さ
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う。

結
成
総
会
は
、
す
で
に
出さ
れ
て
いる

電
機
、
原
子
、
衛
生
工掌
、
化
学
工
学

な
ど
学
科
別
院
生
協
の
工院
協
結成
決

議
を
さ
ら
に
集
め
た
上
で行
な
わ
恥
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

京
大
で
交

化
講
演
会

至

七
十
周
年
と
や
ら
でメ
デ
タ
イ
そ
う
だ
が

財
界
、
業
界
に
ゴ
チソ
ウ
し
て
も
ら
った
た

あ
に
誕
生
日
を
思
い
だ
した
と
いう
と
こ
ろ

ら
し
い
。
京
大
卒
業
生
は
タ
ダ酒
を
のん
で

は
い
け
な
い
が
、
京大
は

タ
ダ
寄
付
を
あ
て
に
する

と
い
う
訳
だ
。
京
大
とも

なれ
ば
そ
の
程
度
の
寄
付

で
自
活
が
あ
や
う
く
な
る

誓
ほ
あ
髪
些

い

う
人
も
い
る
。
た
し
か
に

今
の
大
企
業
に
と
って
百

万
円
や
二
右
万
円
の
力
不

に
対
し
、
政
治
梶
力
の
影

響
か
ら
薩
れ
た
学
術
文
化

の
中
心
に
な
ろ
う
と
い
う

意
途
の
下
に
、
出
発
し
た

と
き
い
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
後
、
大
学
に
お
ける

、
研
究
・教
授
の
臼
由
と
大

学
自
治
を
獲
得
す
る
た
め
に
極
め
て
大
き
い

働き
を
し
た
。

なら
オ
ツ
キ
ア
イ
程
度
で
は
あ
ろ
う
。
個
別

資
本
にと
って
は
京
大
は
コン
ト
ロ
ー
ル
す

る
に
もデ
カす
き
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し

て
は
何
億
と
いう
力
不を
あ
つめ
る
笑
行
貸

輩
き

「
な
い
実

 

の
御
歴
々
の
発
言
は
無
視
でき
なく
な
る
に

ち
が
い
な
い
。
研
究
、
教
費
に
つ
いて
直
接

に
露
骨
な
要
求
が
そ
の人
た
ち
か
ち
な
さ
れ

な
く
て
も
大
学
の
エ
ラ
ズ
た
ち
は
や
は
り

お
ツキ
ア
イ
を
よ
く
し
て
お
こ
う
と
い
う
気

に
なる
だ
ろ
う
。
無
形
の
癒
看
・浸
透
が
す

す
む
だろ
う
。

「大
学
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文

配
」
にも
、
メ
カヶ
と
情
婦
程
度
の
形
態
の

ズ

行
委
の
発
言

村

久、

彦
る
な
ら
は
「も
っと
弱
い
」
穴
学
は
ど
う
な

る
のか
。
無
政
府
的
格
差
払
大
あ
る
い
は
よ

り
弱
小
な
大
学
で
は
も
っと
露
骨
な
取
引
を

含
ん
だ
「産
学
協
同
」
に
拍
車
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
。
京
大
で
は
大
丈
夫
と
い
う

「自
治
能
力
信
頼
論
」
は
実
に
無
責
任

な
も
ので
は
な
い
か
、
大
学
の
自
旭
や

財
政
は
今
日
一大
学
レ
ベ
ル
で
問
題
を

た
てら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と

も
強
調
さ
れ
な
く
て
は
ね
ら
な
い
。
そ
の
こ

と
が
、古
典
的
大
学
自
治
論
の
ソ
キ
レ
ス
け

んな
のだ
が
。

(教
胃
学
郡
院
生
)

職A捌
孕,

文
化
の

日
、京
大
で

は
いく
つか

差
は
あ
る
も
の
の、
ヒ
兄
であ
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
も
っと
深
刻
な
こ
と
は
=
泉
大
を

超
え
た
問
題
とし
て
で
ある
。
寄
付
を
あ
っ

め
て
施
設を
払
允す
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ

わ
れ
わ
れ
多
く
の
者
は
め
っ
た
に泉
大
の

歴
史
を
ふ
り
か
え
ら
な
い
が
、改
め
て
そ
れ

に
思
い
を
い
た
し
、
か
みし
め
てみ
る
機
会

学
問
の
自由
の危
機
にお
け
る
わ
れ
わ
れ

の
先
人
還
の
不抜
の闘
いを
想
起
す
る
こ
と

は
、
わ
れ
わ
れめ
良
心
に新
た
に
鞭
を
加
え

先
人
達
の
不
抜
の
闘
い
を
想
起

r
l

芦

を
も
つ
の
は
、
望
ま
し
い
こ
と
であ
る
。
何

十
周
年
と
い
う
よ
う
な
時
は
、
一つ
のぞ
、つ

い
う
機
会
で
あ
る
。

田

譲

治

る
で
あ
ろ
うし
、
あ
る
いは
、
わ
几
わ
れ
に

戒
心
を
うな
がす
一面
も
散
見
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た、
京
大
の学
風
に
つい
て
、
そ

し
て
各自
のA,後
の
研
究
の
進
路
に
つ
い

て
、
改め
て
熟
弓
す
る
一つ
の
機
会
と
も
な

る
であ
ろ
う
。

わ
たし
は
七
十
周
年
を
、
そ
の
よ
う

に
とら
え
て
い
る
。
ま
た
、
会
合
の
た

め
の会
鋸
と
体
育
館
は
、
そ
う
い
う
施

設を
も
た
な
い京
大
に
と
って
必
要
な

も
ので
あ
り
、
た
だ
凧人
の
自
治
が
、

箒
付
金な
ど
によ
2て
ゆ
が
ま
な
い
よ
う
に

す
る
責任
を
、
暴大
人
か
し
っか
り
も
つ
こ

と
であ
る
。
(理
学
部
敵
授
・植
物
学
)

◎●

燃　̀
M●

脚.
ひンcと(≧

の
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が開
かれ
た
。

法
経
七
番
教
室
で
は
午前
九
時
か
ら
全

国
各
地
の
東
洋
史
学
者
約
目
五十
人
が

集
ま
って
「第
二
十
九
同
爆洋
史
談
話

会
大
会
」
が
催
さ
れ
た
。
一漢
代
の
選

挙
に
つ
い
て
」
京大
・永
国英
正
氏
、

「新
羅
の
担
令
制
度
」大
阪
市大
・井

上
秀
雄
氏
な
ど
講
即
十
人
か、
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
成
果
を
発
表し
た後
、
会
場

か
ら
質
問
が
活
発
に
出
され
た。
ま

た
、
楽
友
会
館
で
は
「史
'4研
究会
」

が
一時
か
ら
開
か
れ
、
文学
部第
一謂

議
窒
で
は
「秋
季
、轟史
会人
会
」
が行

な
わ
れ
た
。

ー
か
り
か
り
と、

己
れ
の
脊
随
を
食
み

な
が
ら
、
外
界
と
の

感
応
す
る
こ
と
な
し

に
、
己
れ
の
体
腔
の
い
大な
㌍
陳を

七
の
越
で
途.り
か
た
め
允
填
し
て
行き

、
鉛
色
に
も
似
た
鈍
重
ほ
感
性
の
泥
沼

の
中
に
沈
瘤
し
、
己
れ
の
、
醐つ
と
し

て
現
実
的
存
仏態
と
な
り
得
ぬ
自
己
営

為
の
虚
偽
の
対
象
の
中
に
吸
い
ζ
ま
れ

誌

く
+

人
間
の
殆
ん
ど
あ
。
ゆ
る

"感
覚
の
量
と
質
は
数
量
化
さ
れ
分
析
さ

一れ
、
一方
で
自
己
の
内
的
衝
迫
な
し
に

ズ
ブ
ズ
ブ

と
現
実
の
中
に
吸
引
さ
れ

自
己
の
感
柑
は
詳
細
に
値
ぷ
み
さ
れ

た
上
轟

さ
れ
、
脚片
の
主
体
た
り

と
も
打
ち
得
た
も
の
に
は
己
れ
の
体
表

を
お
お
う
粘
々
と
し
た
、
「現
実
液
」

一の摯

蜜

さ
る
「難

駐

警

剤

」
が
ふ
り
か
け
ら
れ
る
だ
け
た
。
▼
紙

上
の
一個
の
純
¥
と
化
さ
れ
た
人
間

は
、
そ
の
数
猛
と
関
蚊
関
係
の
領
域
を

唯れ
た
時
に
、
一
・、り
の
千
分
の
一

を
も
側
値
し
う
る
桝
鵠
な
刮
算
機
の
表

.小を
し
り
目
に
、
耳
目
を
籔
動
さ
せ
る

荘大
な
人
間
行
為
を
展
開
す
る
の
だ
。

▼そ
し
て
己
れ
の
情
念
に
執
拗
に
執

瀞し
馬
そ
こ
に
自
己
の
存
在
と
あ
ら
ゆ

る生
の
原
点
を
見
出
そ
う
と
す
九
ば
、

僕
ら
は
自
己
の
神
経
を
ズ
タ
ズ
タ
に
切

り
ひ
ら
き
風
化
さ
せ
、
そ
の
後
に
残
っ

たあ
る
も
の
に
よ
って
裏
打
ち
さ
れ
ね

ばな
ら
ぬ
と
い
う
よ
う
な
命
題
に
ぶ
ち

あ
た
る
た
け
で
あ
る
。
▼
人
間
の
存
在

意
識
の
分
裂
が
も
た
ら
し
て
い
る
も
の

が
か
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う

に居
直
り
す
る
こ
と
も
、
状
況
を
サ
カ

な
ぜ
す
る
よ
う
な
自
己
被
虐
的
な
趣
駄

藻
磁疑
館
郷雛
壁

れ
にま
と
わ
り
つ
く
慢
ら
目
身
の
内
奥
一

の欝

で
零

▼
・
も
か
か
豊

ず
、
し
か
し
な
が
ら
と
統
け
ら
れ
る
文
}

灘
の後
に
こ
び
の
つ
く
の
は
た
だ
ボ
扶

な
、
太
排
泄
感
と
い
った
も
の
の
直
減
　

的
な
表
現
に
他
な
吟
な
い
。
こ
の
小
文

を
認
め
た
後
の
暁
し
さ
を
、
だ
が
し
か
「「

し
そ
れ
を
ζ
て自
己
の
存
在
態
だ
な
と

一書く
こそ
も
の
ミ
る
は
し
け
れ
で
あ
る
.

一そし
て
賦
り
に
も
41
た
峡
冗
への
惣

一怖
と
て
あ
る
。

臼頭

 

観讐ロー
一

秋
の
3
大
企

画

纏

》
9

、

新
し
い
時
代
の
数
学
体
系
書
!

凹
組
集
委
員

古
屋

茂

一
松

信

赤

摂
也
・ 刷

第
-
圓配
峯
申
△
第
3
轡▽

線

形
数

学
-
燃蕊
籠

壽

な発
で團
あ
発生点や庸
を

念
頭
に
お
き
な
が
ら
笑
例を
あ
げ
平
述
し
た

各
内
容
見
本

送
呈

第
2
回
配
本〈
第
7
巻
〉

初
等
代
数
学

留

属
田
正
雄
薯

輸ロ月
下旬
刊

【続
刊
】
0
0
解
析
学概
論
T・

置0穆肇

Ω璽

丑
0
集
合
と
藝

何

学
概諭
⑪
数
学
概
論
0
計基
羅

論
⑫
整
縁
析
⑲
憂

芳
程
式

⑳儒
微
分
方
程
式
0
位租
解
析
0

隷形
鎗

両
と
一盤
羅
0
応

用叢

と糞

現●

甕
凄
●
O
R
概
論
●
聾
露
●

塗

簡
題
/溺
巻
0

数学
公
式
・数
豪
/
甥
轡●
数
学

諭文
の
手
引

■蘇
月
1
轡
刊
。各
80～
合
0円

新
し
い
角
度
か
ら
生
命
の
ナ
ゾ
を
追
求
す
る

□監
笛

赤
堀
四
郎

沖
中
重
雄

勝
木
保
次

小
谷
正
雄

0
編集

生
物
。医学
の
分
野
か
ら
、

田
宮
信
雄

物
理
.化
学
.懸
7.工
学

灘
離難
牒 生?

命墨
と天麗

御v

 

次
回配
本
〈
6
巻
〉
裾月
末
刊

脳
の
は
た
ら
き

【観
刊】

0
生
命
と
は
何
か

●
生
命
の
し
く
み

●
生
命
と
高
分
子

0
生
命
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

●
生
命
と
環
境

9
生
命
と
機
械

■憾
月
-
糟
刊
・名
巻
六玉
O
円

続
計
数
学
、
応
用
物理
挙
.●
第
唱
園
配
本
中

鳶
萄
科
学
、
医
学
、
璽
・

運
量
学
、
機
筆

斐

・制
御
工
学
、
計算

機
、人
間
-
学
、経
欝
、経

済
学
、
管
理
工
学
、
晶質

蟹
理
婁

、警
学
、

訣
律
学
、
ド
キ
ュ
メ
ン
テ

罪
シ
調ン
を
専
攻
す
る研

翻著
お
よ
び
技
術
者
.

会
社
冒
庁
な
ど
の
企
画、

計
画
、
調
萱
、
生
産
琶理
.

技
術
開
発
、
竃
伝
を担
当

す
る
実
務
家
の
必
続蛋
.
・

嶋
・穴
O
O
円

隔
報
科
学
へ
の
道

魂
娼
婆

ヲ
補
。.

■
第
3
回
配
本
中

八
〇
〇
円

程
・
マル
コ
フ
過
程
・多
変
量
解

析
諭
・推
測
過
程
諭

8
生
体
傭
報
/
感
覧情
報
-
亙

・遺
伝
情
報
。中
枢神
経
系
制
御

-
豆皿
。人
間
毒

系

O

曾
隠
お
よ
び
行動
/
言
語
理

諭
・雷
語
の
盛

処理
論
・計
算

楓
用
言
諾
・情
麹

埋-
五
皿
`

ゲ
ーム
黎
翻と
藪

循
・情
報

の伝
播
・意
味
構
造
諭
・ク
ル
ー

ブ
ダ
イ
ナ
ミ
ック
ス

D
情
報
シ
ス
テ
ム
/入
出
力
装

置
・論
理
素
子
・配憶
装
置
●情

報
素
子
の
小
型
実
装
法
。新
し
い

学
習
制
御
謙
螂
馨
匿
魂
馨
距
欝
新
影
蒜
釦

肺機
の
応
用
-
五
突
時間
シ
ス
テ

〈
近
刊
>
10
月
下旬
刊

・
團
確
率
過
程
論

駆
-
罪

季
ル/
糞

諭

5
回
生
体
計
測
制
御
機
器
学
習
蟹
引
.プ
ロ
グラ
ム
学
習
.

畠
讐
実験

額
離
燕
誹
雛

★
以
後
毎
月2
啄
3
巻
ず
つ
刊行
・
・音
声
の
認
謹穣
械

新
し
い
数
学
へ
の
ア
ブ
自
ー
チ
0

ト
ポ
ロ
ジ
ー

申
村
勝
遼
署

A
5
。五
〇
〇
円

組
合
せ
、
位
相
空
間
の
トポ
ロジ
ー
を
面
臼
く理

解
で
き
る
よ
う
ト
ビ
ノ
クを
選
び
集
約
的
に
説く

束

論
諮

岩
村

聯
著

8
6
・五
〇
〇
内

ラ
テ
ィス
即
ち
代
数系
と
一般
の
集
合
に
つ
き基

本
的
な
事
実
と
こ
く
基礎
的
な
考
え
力
を粟
述.

大
学
講
座

電
子
工
学
3

萎
ジ
タ
ル

弘
・樹
下
行
三署

墾

露
嶋

A
5
・
一四
〇
〇円

デ
ィジ
タ
ル
装
置
や応
用
に
必
要
な
数
学
を網
羅

物
理
光
学

官
漂

弼
夫
署

A
5
・
口三
〇
〇円

光
学
の
歴
史
か
ら導
入
し
て
、
そ
の
基
礎的
事
項

を
で
き
る
だ
け
分
りや
す
く
解
説
し
た
好
入門
書

都
市
計
画
畿

小
川
博
三
署

B
6
・六
〇〇
円

異
体
例
を
掲
げ
て斬
新
な
都
市
計
画
の
亨
法と
そ

覇
の
不質
的
な
考
え力
を
明
ら
か
に
し
た
好着
。

録

脳

分
子
科
学
講
座

全
13
巻

第
3
回
配
本
/
第8
■

享
萎
体
の撃
拳

大
鹿

膿
編

(
5
.
閣二〇
〇
臼

分
子
間ガ
の基
礎
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ーの
伝
違
と

変
換
、
分
子結
晶
間
の
電
子
的諸
過
程
を
収
む

■
既
刊

0
分
子科
学
と
量
子
力
営
各
巻

0放
射
籔
と
際
子
・分
子
剛云δ円

■
近
刊

0
礎
牲と
分
子
…
…
…
10月
下
旬
刊

解
説

工
レ
ク
ト
ロ
血
8
糟

ニ
ク
ス

コ
ー
ス

完
結

最
終
璽
属
本
第
7
轡

撃

部
晶
の使
い
方

川
上
正
光
他纒

(5
・七
八
〇
円

最
新
資料
で
電
子
部
ロooを
概
説し
、
さ
ら
に
諸

部
品
の使
用
上
で
の
知
識
・注
慧
事
項
を
解
明

く
既
刊
V
O
エレ
ク
ト
ロ
ニ
クス
への
ス
タ
ー

ト
0
電
気と
回
賂
の
は
た
らき
●
翼
空
欝
と
ト

ラ
ン
ジ
スタ
の
話
●
0
電
子回
路
の
は
た
ら
き

1
且
り自
動
制
櫛
と
ト
ラ
ン
スジ
ュー
サ
0
観

測
か
ら
デー
タ
処
理
ま
で

多
§
～夫
〇四

化
学
工
学
概
鳶

八
田
四
鰹次
・前
田
四
郎
署

剛三
〇
〇
円

化
学T
棄
と
の
関
連
も
考え
っ
化
学
工
芋
の各

種
単
位操
作
の
基
本
原
理を
明
ら
か
に
し
た
.

〈月 刊 誌 〉'

蟻 墾.
と ・

塔 慧
興
啄深
く
か
つ
晒
示
性
に富
ん
だ
科
学
的
随想

紀
行文
、
研
究
余
談
を
毎
号数
編
ず
つ
収
録
し

た
小冊
子
.
ご
希
望
の
方
は会
費
一
ヵ年
分と

し
て
一
二〇
円
(〒
券
)を
お
送
り
下
さ
い
.

共
立
出
版
株
式
会
社
錬難
懸
鋸
碧

749
一
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口

高

貝

沢

洋

10・21闘 争

総括試論

P

ト

毛

,」

'

↓踊

一

7

十
二
=
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
　

は、
一定
の昂
揚
の
中
に
、
今
後

の
反
戦
闘争
の方
向
を
内
包
し
て

い
た
と
いえ
る
。
今
後
の
掌生
運

鞍
望

筋
に
与
λる
髪
葛

し
く
ば
形
成さ
れ
つ
つあ
る
遮
動

論
の
展
開
が試
み
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
(編
糧
)

諏
葦
麩

ジ
ヤ
ー
ナリ
ズ
ム
の
鴫
物
入
り
㍗
冠

伝
さ
れ
た
十
・
二
醐
ベト
ナ
ム
反
戦
ゼ

ネ
ス
ト
は
「反
敬
ゼ
不ス
ト
」
と
し
て

は
中
途
半
穴な
か
た
ち
で
澱
開
さ
れ
、

、

闘
争
が
「四
・
樋七
ス
ト
以
来
の
」
盟

り
上
が
りを
見
せ
た
。
現
在
、
全
体
の

階
級
闘
鶉
の
方
向ど
し
て
は
、
ベ
ト
ナ

ム
闘
争
から
、
佐
藤
内
閣
打
倒
、
国
会

畢
期
解
教
闘
争
へと
難

さ
れ

よ
う
と
し
て
いる
。
総
艀
の
新
た
な
指

導
部
とじ
て
登珊
し
た
纈
井
・岩
井
ラ

イ
ン
が農
開
し
、
綱
U
進
め
よ
う
と
し

て
いる
運
動
は
簡
単
に
客観
的
に概
括

す
れ
は
以
上
の
よ
う
に
な
るだ
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は様

な々
限

界を
見
せ
つ
つも
既
成
指
導
の
枠を
越

え
る
へき
大
衆
の
臼
然
発
生
性
が
新
た

な
質を
も
ρて
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

新
し
い
圏的
意
識
的
な
指
越
と
、
組
織

と
形
態
、
統
一戦
線
が
要
求
さ
れ
て
い

る
し
、
部分
的
には
実
現
し
つ
つ
あ
る

こ
と
をも
明
らか
に
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
で学
生
週
動
に
い
か
に
闘
わ
れ

秀

?
、誘

が突
霧

た
り
、
越
え

る
こ
と
を嬰
踏
さ
れて
い
る
限
界
と
は

ど
こ
にあ
った
か
を
指
捌
し
、
十
一・

九
神戸
領
葛
館
包
囲
闘
争
、
十
二
。八

国
際皮
線
輪
一行
動
への
闘
い
の
方向

に
つ
い
て述
べる
。
わ
れ
わ
れ
は
全
く

。
教
奨
墨

器

心
も
た
壽

璽

い階
籍
難
古
い
外
馨
誓

破
る
べく
胎
助
し
て
い
る
こ
と
、
それ

を
われ
わ
れ
が
主
体
的
に
促
進
さ
せね

ばな
らな
いこ
と
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の

非
常な
意
識
性
組
織
性
が
越
さ
れ
て
い

る
こ
とを
は
っき
り
と
把
え
な
く
ては

な
らな
いだ
ろ
う
.
戦
後
世
界
の
根底

的
な
動
揺
が
開
始
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

党

的

結

集

へ

の

要

請

十
。一=
反
戦
スト
は
六
月
米
帝
の

ハ
ノ
イ
・ハイ
ン
ぐン
蜜
撃
、
米
帝
の

増
朔
九
月
非武
装
地
帯
への
侵
入
な
と

の
ベ
トナ
ム侵
略
戦
争
の
新
た
な
段
幽

へ
の
突
入
に対
し
て
の
、
日
本
労
働
者

人
民
の
噴激
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
敏
感
に対
応
し
て
提
起
さ
れ
た
。
そ

れ
は
総
肝民
同
の太
田
・岩
井
ラ
イ
ン

に
交
代
し
て
の、
堀
井
・廿
井
ラ
イ
ン

が
、
い
わ
ゆ
る
「日
本
型
労
働
組
合
運

動
」
(布
民
五
説的
政
治
闘
争
の
展
開

の
中
で
、
国民
統
治
に
お
け
る
一大
勢

力
を
形
成
し
つ
つ、
・て
の仕
力
で
も
っ

て
寅
ヒ
げ
を
勝
ちと
る
11
憲
法
の
契
践

11
と
い
う
も
の)
が
手
融り
に
き
て
い

る
こ
と
と
、
社会
排
外
主
義
(自
由
化

の
た
め
の
企
業防
衛
11日
本
経
済
の
防

衛
睦
国
益
の
中
で
寅
ま
け
を
勝
ち
と

る
)
の
潮
流
時
I
M
F
JC
(国
際
金

厨
労
連
日
本
支
邪
)
の台
頭
に対
し
て

そ
れ
ら
の
長
期
的捌
開
の要
望
を
、
「

日
本
型
労働
組
合運
勤」
を
放
棄
し
て

「中
立
†
義
的」
「国杭
王拶
的
」

新
し

の
早
朝
集
会
等は
、
意
識
的
な
闘
争
の

組
織
化
が
行
な
われ
れ
は
停
滞
は
羽
破

し
う
る
こ
とを
一小し
て
い
る
。

②
反
戦
闘
争
と
レて
は
充
分
闘
わ
れ

な
か
っ
た
が
公
務貝
共
闘
(目
教
組
・

自
治
労
)
の
第七
次
輿
闘
の
半
日
ス
ト

の
昂
揚
。
こ
の政
府
自
治
体
部
時
プ
ロ

レ
タ
リ
ノ
ー
ト
に
と
って
は
賀
金
抑

制
、
合
理
化、
イ
ン
ブ
レ
に
対
し
、
大

衆
の
不
満、
精
神
的
肉
体
的
蓄
綴
が
響

積
さ
れ
てお
り
組
合
次
元
で
の
闘
争
の

徹
低
と
戦
闘
的
組
織
防
衛
が
要
求
さ

れ
、
六
四
陣
の四
.ト
七
ス
ト
に
決
起

し
よ
う
とし
た公
労
協
労
拗
者
と
同
し

質
の
闘
争
畏
因が
訪
れ
て
お
り
、
闘
争

主
体
の
形
式が
始
墓
って
い
る
。

③
そ
れ
にも
か
か
わ
ら
す
民
同
の
力

針
は
、
大
衆
の
僚上
げ
への
嬰
求
を
汲

み
尽
す
の
で
はな
く
「人
事
院
働
告
笑

施
」
と
I
L
O拠
確
に伴
って
中
央
交

渉
方
式
を
導
入す
る
と
いう
方
向
で
あ

り
大
衆
の
当
然
発性
性
に
一定
の
譲
歩

を
行
な
い
な
がら
も、
自
己
の
官
簾
的

地
位
看
強
化
し
ょ
う
とし
て
い
る
.

④
日
教
組
へ
の弾
圧
、
街
頭
行
動
へ

の
官
懲
の
弾
圧
に
星●
れ
る
樫
力
の
狂

、し

「平
和
」
運
動
の
推
道
、
産業
政
備
を

掲
げ
て
の
社
会
党
政
椎
の
創
出
に
求
め

よ
う
と
す
る
根
本
的
路
畷
転
換
の第
一

歩
でも
あ
った
。
し
か
し
反
戦
「ゼ
ネ

スト
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
戦
術
形
態は

、
そ
れ
自
身
と
し
て
は
ベト
ナ
ム
侵
略

戦
魚を
阻
止
、
解
決
す
へき
世
界
プ
ロ

レ
タリ
ア
ート
、
特
殊
先
進
国
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ート
の
実
力
闘
争
の
殆
ん
ど
最

高
の形
態
であ
る
が
故
に
趣
め
て
意
議

性
(国
際
主
義
)
組
繊
性
(処
分
に
対

す
る
準
備
、
徹
底
し
た
鐘
伝
、
扇
勤
、

大
衆
討
論
)
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ

った
ので
あ
る
。
民
同
指
導
部
が指
導

を
貫徹
し
え
な
か
った
の
は
必
然
だ
っ

た。
当
初
の
計
圓
は
、
徐
々
に
全
逓
や

全覚
遵
の
梅
改
民
同
の
拠
点
で
の
停
滞

、
太
田
の
拠
点
・含
化
労
連
の
サ
ボ、

堀
井
の
拠
点
・私
鉄
の
戦
術
ダ
ウ
ン
と

変
質
し
て
い
った
。

①
し
か
し
ゼ
不ス
ト
と
い
う
こ
と
か

ら
す
れ
ば
讐
し
い
後
退
と
は
い
え
全
国

反
戦
胃
年
委
(粟
京
)
集
会
へ
の
大衆

の紹
果
、
デ
モ
、
電
通
(大
阪
)
一万

五
午
人
の
労
働
者
の
う
ち
一万
三千
人

プ
が
い
わ
ば
「新
御
三家
」
とし
て
太

田
に
か
わ
っ
て総
評
の
主流
に戻
った

点
か
ら
し
て
、
一=
闘争
へ
一定
の
取

ノ

り
組
み
は
示し
た。
だ
がや
は
り
、
二

一日
以
降
の
堀
井
の発
琶
に見
ら
れ
る

ご
と
ノ＼
経
済
闘
争
中心
と
、
國
際
競

争
に
対
応
し
た産
政

災
の確
立
と
い

う
方
向
に
変
りは
な
い。

⑦
以
上
の
よ
う
な中
で
、
〕口共
は
自

主
独
立
路線
によ
る
逡
透
を
示
し
て
い

る
。
国際
随
級闘
争
の路
線
は
中
ソ
祠

一行
勤
と
広
範な
反米
統
一戦
線
、
国

内
に
お
い
ても
総
評
、
社
会
党
を
も
含

む
民
主
逼
合
政府
と
いう
か
た
ち
で
、

「反
プ
ア
シ
ズ
ム統
一戦
線
」
への
大

幅
な
傾
斜
を
見
せ、
総
群
の提
起
し
た

方
針
を
思
実
に
実行
し
な
が
ら
の進
出

で
あ
る
。
(勢
に
中小
企
莱労
働
者
)

⑧
反
戦
財
ヰ委
蝋会
を結
集
点
と
し

て
、
独
立
共
産
r
羨ダ
ル
ープ
、
新
左

翼
、
無
党
派
の
酒
勤
が進
農
を
見
せ
て

い
る
。
特
に
各
地
区
反
戦
醤年
委
、
酒

動
虐
会
麟
な
ど
、
組合
の神
を
越
え
て

政
治
的
な
航
一戦
線
の新
し
い萌
芽
が

見
ら
れ
る
こ
と.
し
か
し
これ
ら
の
部

分
も
①
斜
陽
虚
莱
(一〇炭
・繊
絶
)
中

抜
く
べ
き
独
訂
の
革
命
的
労働
者
の組

織
化
と
、
一方
で
広
範
に
形
成さ
れ
っ

つ
あ
る
入
衆
の
生
活
不
満と
民
主ユ
我

的
要
求
を
と
ら
え
て
、実
力
闘
争
へ、

佐
藤
帝
国
主
義
政
府
実力
打
倒
へと
運

動
の
質
を
高
め
、
形
成
され
つ
つあ
る

内
閣
打
倒
の
国
民
的
統
一戦線
へ介
入

じ
て
い
く
こ
と
が
革
命
的左
派
を
目
認

す
る
も
の
の
任
務
で
ある
。

⑨
十
・二
一ス
ト組
織
化
の終
り
の

段
階
で
亀
∬
に
腿
開を
見
す
た
佐
藤
政

府
の
危
機
"
内
閣
危機
は
、
ベト
ナ
ム

人
民
の
自
決
を
踏み
にじ
って
い
る
佐

藤
政
府
が
相
次ぐ
汚
駅、
腐
敗
を
裾
呈

し
た
と
い
う
認
識
と怒
り
を
形
成
し
て

い
る
。
戦
後
の
日
本政
治
の
h公
然
の

事
実
」
と
な
っ
て
いる
閥
敗
、
汚
職
で

あ
って
も
、
こ
こ
敢
年
の
階級
関
係
に

も
と
ず
く
大
衆
の
不
漕
の蓄
積
を
一挙

に
露
星
さ
せ
始
め
て
い
る
と
いう
こと

は
一九
世
紀
未
の
ド
レ
フ
ユ
ス事
件
に

も
比
せ
ら
れ
よ
う
。

着

実

な

意

識

的
運
動
の
推
進

さ
て
、
こ
う
し
て
全
体
的な
流助
的

階
級
情
勢
の
展
開

意
識
性

組
織
性

鳥
性
、
こ
れ
は
金
融
寡
頭
制
文
配
と
い

う
政
治
的
な
独
占
体
制
の
進
行
に伴
っ

て
の
蚤
力
化
と
反
蜘
仔
で
ある
。

⑤
民
澗
人
単
産
で
の
政
治
闘
争
不
在

(とく
に
ー
M
13
∫
G
)
。
こ
の
部分

は
日
和
見
主
荊
と
排
外
主
義
と
へ
転化

し
つ
つあ
る
こ
と
。
国
際
的
競
争
の

激
化
に
対
し
て
「民
族
的
利
益
あ
っ
て

こ
そ労
働
者
の
利
益
も
」
と
発
言
す
る

こ
の部
門
の幹
郡
お
よ
び
彼
ら
を
文
え

る
プ
ロレ
タ
リ
ア
ー
ト
の
意
蝕
が
「国

家
秩
序
」
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に

ある
以
上
、
ベト
ナ
ム
侵
陥
戦
争
に
反

灼す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑥
こ
のー
M
F
J
C
塁
本
的
動
向
を

同
一と
さ
れ
る
総
評
内
構
遣
改
単
グ
ル

ープ
は
、
私
鉄
-
鷲
通
-
全
逓
を
基
盛

とし
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
直
接
的
に
国

際
競争
の影
響
を
受
け
ず
、
さ
ら
に
ω

でも
見
た
よ
う
に
性
格
上
、
比
較
的
に

大
衆
の政
治
的
意
識
が
高
氏

ま
た
職

場
で
の文
配
体
制
が
確
立
し
て
い
な

い。
(中
央
交
渉
方
式
に
反
対
す
る
冠

通
労
研
の
存
仕)
と
い
っ
た
要
因
に
よ

って
、
さ
りに
は
ま
た
、
こ
の
グ
ル
ー

の
試
練
を
追
求

小
企
巣
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
如く

現
在
寡
占
体
制
の
進
行
の
中
で、
個
別

資
本
と
の
ど
の
よ
う
な
以
協
的展
望も

見
出
し
得
ず
、
ス
ト
ラ
イ
キ
↓
ロ
ノク

ア
ウ
ト
↓
労
働
者
の
工
場
智
理
↓
仕
躍

の売
り
つな
ぎ
ど
い
う
闘
い
を
闘
っ
て

いる
邸
分
◎
民
閥
大
単
産
な
ど
の
労資

協
調
路
線
への
転
落
の
中
で
不
油
を持

っ
た組
合
左
醤
涌
動
家
⑳
イ
ン
テ
襲
グ

ソチ
ヤ
な
ど
で
樽
成
さ
れ
る
以
上
、
政

治
的
統
一戦
魂
↓
ソ
ヴ
イ
エ
ト
の
崩
芽

と
し
て
全
国
化
を
遍
求
し
て
も
各
蹴
場

で
の粘
り
強
い
組
繊
化
、
特
に
民
閥
大

単
産プ
ロレ
4リ
ア
ー
ト
に
灯
す
る
目

的意
識
的
な
組
繊
化
な
く
し
て
は
ル

ンプ
ロ化
、
ス
パ
ル
タ
ク
ス
団
化
す
る

危
険
性
を
も
持
って
い
る
こ
と
に
留意

し
な
く
て
は
な
ら
ない
だ
ろ
う
。
遡
則

の自
然
発
生
的
加
速
展
的
水
統
的
な
発

展
に政
治
慧
識
を
付
与
す
る
と
い
う
よ

う
なも
ので
は
75・＼

一
「d
圃
と
し

て
の」
党
的
絡
集
と
指
導
、
組
織
化
が

今
ほど
各観
的
に
も
工
解
的
に
も
要
舗

され
て
いる
こ
と
は
な
い
。
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ート
の独
目
性
、
規
律
性
を
守
り

再
編
の
中
で
、
学
生
運
期
は
い
か
に
闘

か
わ
れ
た
か
。
い
ま
だ
大
衆
的
に
問
題

が
捷
起
さ
れ
て
い
な
い
東
京
の
【定
の

停
滞
に
比
し
て
関
西
に
お
い
て
は
政
治

闘
争
と
し
て
は
、
日
輯
会
談
以
米
の大

衆
闘
争
と
し
て
闘
わ
れ
た
。
(同
大
ス

ト
、
立
命
大
文
ス
ト
、
和
歌
山
大
経
大

ト
、
大
市
大
ス
ト
な
と
)
。
一〇
・二

一闘
争
に
お
け
る
京
都
府
学
連
干
八
首

名
の闘
い
、
特
に
京
大
教
養
部
に
お
け

る
二百
名
の
学
友
の
闘
い
は
、
す
で
に

全体
的
な
階
級
情
勢
の
中
で
い
か
な
る

普
通
性
と
特
殊
性
を
持
って
い
た
か
?

。意
識
的存
在
で
あ
る
学
里
は
全
体
の

階級
の流
勤
を
慧
識
レ
て
反
映
す
る
。

学
生遼
期で
は
理
齢
と
笑
践
と
が
不
断

に検
証
さ
れ
る
。
現
在
の
過
渡
期
世
界

に対
す
る
根
底
的
な
疑
同
符
と
し
て
「

社
会
主
義
園
」
を
も
「帝
国
主
義
」
を

も
「後
進
国
⊂
を
も
国
際
政
治
過
程
に

ま
き
こん
で
いる
ベ
ト
ナ
ム
の
闘
い
は

、
指
導
の根
本
的
思
想
性
(現
代
世
界

をど
う
把
握
し
、
危
桜
の
性
格
と
解
決

の
方向
と
を
ど
づ
足
め
る
か
)
と
そ
の

具体
性
曾変
革
性
で
を
間
う
た
し
体
系

的
組
織
的
意
識
的
な
闘
い
を
問
う
も
の

だ
った
。

①
上
地
革
命
と
属
族
解
飲
を
求
め
て

闘
う
ベト
コ
ン
の
闘
いは
社会
革
命
で

あ
る
。

②
あ
ら
ゆ
る
ベ
ト
ナ
ム
侵
略荷
担
国

家
、
侵
陥
国
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者入
民

は
何
よ
り
も
ベ
ト
ナ
ム
のご
の階
級
闘

熱
に
対
し
、
介
入
し
て
い
る
帝
国
主
編

の
政
治
が
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
政
治的
民

γ
上
残
的
自
由
を
麗
っ
て
いる
こ
と
に

反
対
し
、
「ベ
ト
ナ
ム
人民
の自
決
」

を
双
認
せ
ね
ば
な
りな
い。

③
「自
決
支
持
」
の
要
求
を
か
かげ

「米
軍
の
%
全
即
時
徹
雌
」
「加担
国

軍
隊
の
髭
全
即
時
徹
退
」
「北爆
停

止
」
を
か
か
げ
て
、
国
際
則
な反
戦
闘

争
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

「自
由
陣
冨
の
団
結
」
と
い
う
帝
国
⊥

残
者
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
対
し
「全
世
界

人
民
の
団
績
」
が
我
々
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
あ
る
。
十
二
・八
国
際
統
一行
動
は

現
実
に淑
戯
剛
に
世
界
的
な
連
帯
を
つ

く
り
上
げ
る
第
一歩
で
あ
り
、
国
除
的

な
携
関
の胆
置
が
必
畏
で
あ
る
こ
と
。

④
各
園
帝
薗
L
浅
的
政
府
に
対
す
る

各
国
人
民
の
鋳
殊
任
務
は
、
日
本
に
お

いて
は
「日
本
政
府
の
侵
略
荷
担
反

対
」
「原
潜
原
㍗
母
寄
港
阻
止
」
「第

三
次防
、
国
防
省
設
置
反
対
」
の
闘
い

で
あ
り、
集
会、
デ
モ
、
ス
ト
ラ
イ
キ

か
ら
「武
器
の生
産
輸
罵34拒
否
」
に
ま

で
箇
め
られ
ね
は
な
ら
な
い
こ
と
。
十

一
・九
神戸
領
事
館
包
囲
闘
争
は
日
米

匁
保
〃宋約
を
楓
にと
り
な
が
ら
、
戦
晒

的
に
最大
の侵
略
荷
損
を
行
な
い
つ
つ

も
、
「ア
シ
ア
平
和
経
済
外
交
」
を
唱

サ.んて
いる
日
本
帝
国
主
義
を
暴
露
し、

執
保
体制
の
象
徴
で
あ
る
公
共
建
造物

に対
甥
る抗
議
の
笑
力
闘
争
で
あ
る
こ

ζ
⑤
ベト
ナ
ム
人
民
の
自
決
を
ふ
み
に

じ
る
日
本
政
府
は
国
内
に
お
い
ても
、

同
様
な
民
上
⊥
義
を
剥
奪
し
、
強
楢
的

曇
力
的
政
治
は
生
活
を
破
喪
す
る
政
治

を
行
な
、て
い
る
こ
と
。
小
肇

区
制

労
働
者
に
対
す
る
職
制
的
な
叉
配、
学

園
自
治
榴
の
刹
爽

公
共
料
金
値
h
げ

な
ど
戒
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
各
国
人

民
は
ハ
こ
の
よ
う
な
同
質
の
帝
吋
t
義

の政
治
に
対
し
て
闘
わ
れ
な
け
れ
ば
な

いな
いこ
と
。
(国
盃
、
国
防
論
の
欲

漫性
/)

以
⊥
の内
廿を
展
開
し
、
〃
フ/、新

聞、
〃
フス
貸
料
の
作
成
を
通
じ
、
哲

識
的組
繊
的
な
61
諭
を
退
求
し
た
部
分

が
、
一部
の小
プ
ル
革
命
主
義
的
ア
ナ

キ
ズ
ム的
「実
力
闘
争
」
への
傾
向
を

も
包
仙し
、
民
躍
の
一定
の
昂
揚
を
も

た
り
し
た.
し
か
も
十
・二
一闘
価
を

終
え
て
ベ
トナ
ム闘
争
は
よ
り
高
い
質

的
発
展
を
笑
現レ
な
け
れ
は
展
開
し
え

な
い
局
面
に
き
て
いる
。
十
・
二
一闘

争
は
「国
民
的な
」
ムー
ド
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
も
、大
衆
の意
識
は
「反
戦

。反
侵
略
」
とし
て表
現
さ
れ
た
。
勧

閣
運
動
に
焦
点
が
移る
に
つれ
て
、
「

ベ
ト
ナ
ム
反
戦
」だ
け
の学
生
運
動は

孤
耽
す
る
だ
ろ
づ
。(文学

部
四
回
生
)

パルタイにコテンコテンに打ちのめされたものでない限りこ

んなことを省いても無意味であろうか。しかしぽくらは 噂死、
にっいて語る。 奪死人辱は 奪死うを詰る国を持たぬと同様 悔パ
ルイびと㌻に、パルタイもを曲る吻はないg
かつてメルロオニポンチは戦後すぐブハーリン裁判の 昏非人

闘的、なしかしそれゆえにら人間的、な劇を解剖してみせてく
れたk「ヒューマニズムとテロル」)そ れは恐らくサルトル以

謝 課2コ パ ル タ イ ニ磁 踊嬰
行動したがゆえにしかもそれは今も彼にとって正当であるがゆ
えに、自ずから、客観もという絶対神の足下に平伏した.しか
もそこで自分で首を刎ねることは畝されな匹 それはソビエト
の手に蚕ねねぱならない。倫理や個人の自発性とは次元が違う
問題だ.し かも彼は死によって館大なパルタイをつくった.だ
がもう一度そこで屈折嫁る。パルタイはブハーリンを倫理の次
元でしか断罪できなかった.二 度目の屈折はむしろパルタイ自
ずから自己の首を刎ねたことになった。(蔵}
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一=

縮
、

簿
蝶

つ
い
て
い
る
。
こ
の時
宜
に
応
じ
た
変

名
は
彼
の
悟
淡な
性
格
を
物
語
って
お

も
し
ろ
い
。

彼
は
闘
祖
と
の出
会
い
の
前
に
、
猷

医
試
験
を受
け
たり
陶
恐
ら
く
丹
波
で

始
め
て
で
あ
ろ
う搾
乳
販
亮
粟
を
経
営

し
た
り
す
る
が
いず
れ
も
失
敗
す
る
。

そ
し
て
突
然
(ある
いは
土
地
の
侠
各

と
の
喧
曝
が
原
因と
も
いわ
れ
る
)
穴

太
の
高
熊
山
の
岩
窟
で
修
行
を
始
め

る
.
そ
の
後開
楓と
の
出
合
い
ま
で
、

王
じ
三
郎
は
稲圓
行
者
と
し
て
過
す
こ

と
に
な
る
。
明治
三
一年
+
月
八
日
、

高
熊
山
の修
菜
か
ら
七
ケ
月
ほ
ど
た
っ

た
日
、
彼
は、
当
時
金
光
教
の
下
に
い

k
開
祖
と
綾部
の裏
町
で
会
った
。
こ

の
日
が大
本
のめ
さ
め
の
日
だ
。

二
人
の
出
合
い

わ
れわ
れ
の回
の
に
は
無
該
の
宗
敦

が
あ
る
。
土
にず
が
り
つき
つ
つ
生
き

て
いく
農
民
の天
への
憧
憬
、
そ
れ
は

翻
折
し
て
日
々
の生
活
の
呪
縛
に
も
な

る
。
そ
う
い
っ
た
土積
の
信
仰
は
簡
単

に
拭
ぐ
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
都
静
に
も
強大
堅
固
な
組
織
か
ら

疎
外
さ
れ
た
人
は々
心
の奥
深
く
厭
離

繊
土
の
憎
悪
を
膨
脹さ
せ
う
つ
、
表
に

は
出
さ
な
い
。
そ
の外
への
叫
,ぴ
は

自
己
滅
却
で
あ
り
、
彼
の存
在
を
消
さ

れ
て
し
ま
う
か
ら
。
こ
の弱
き
者
の
屈

の

折
し
た
叫
び
は
都市
や農
村
の
お
が
み

屋
さ
ん
、
病
気
癒
し
の
俗儒
を
つ
く
り

あ
げ
た
。
大
本
も
初
期
はそ
の
類
だ
2

た
。
丹
波
の
一小
都
市
のお
が
み
麗
さ

ん
、
獲
村
宗
敦
と
し
て
の大
本
が
次
第

に
脱
皮
成
長
し
て
終
には
冒
憲
の
手
で

「地
上
か
ら
抹
殺
させ
」
ら
れ
よ
う
と

す
るま
で
の過
程
で注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
開祖
と
型
舳
の
出
会
い

特
に
叩
舳
の
活勘
であ
る
。

ま
ず
第
一次
大
本
事
件
に
アる
ま
で

の
教
団
の
活
響
¢ふ
り
か
え
って
み
よ

う
。

ノ

節
分
大
祭
。大
本
は
票
を
神
と
人
と
の
相
含
とみ
る
。
大
崇
は
響
四

月
に
みろ
く大
崇
、
夏
八
月
に
瑚
生
大
祭
、
秋
十
一月
に
秋
季
大
票
、

冬
二
月
に
節分
大
祭
、
そ
し
て
毎
月
一回
月
次
(つき
な
み
)
祭
が
あ

る
。
な
か
で
も節
分
大
祭
は
最
も
大
き
な
も
の
。
厄
除
け
の人
型
を
数

万
体
厳
寒
の
和
知川
に
流
す
と
鴛
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に遠
す
る
。
(写

翼
は
芳賀
日
出勇
民
撒
影
)

工
仁
三
郎
は
明
旧
三十
一年
、
聖
胸

と
の
出
会
い
を経
て
二人
で活
勤
を
始

め
る
の
だ
が
、
ス
ンナ
リ
と級
団
に
入

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
開祖
の回
り
に

は
始
め
か
ら
の
彼
女
の
悟書
であ
る
農

村
の
人
々
が
い
る
。
彼
ら
はな
お
の
「

お
籍
先
」
(な
お
が神
膿
状
態
に
入
っ

て
書
い
た
も
の
を
いう
。
二教
典
の
一

つ
)
を
そ
の
駄ま
素
朴
に受
け
と
って

洋
食
、
肉
食
を否
足し
、
世
は
夏
暗
の

也
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
口昼
に
提
灯

を
つ
け
て歩
い
たり
、
「V
替
え
立
直

し
」
だ
と
い
っ
て逆
さ
まに
ひ
っく
り

か
え
っ
た
り
し
た
。
暫こ
の人

と々
の
灼

V
を
週
し
て
王
仁
三郎
は教
団
内
部
に

地
位
を
占
め
て
い
く。

三
三
年
に
土
仁
三郎
は
出
U
す
み
と

結
婚
。
教
t
軸
とし
て
の位
置
を占
め

る
(大
本
で
は教
⊥
06変
姐
男
チ
ー
霊

は
男
、
体
は
女
1
と
「お
恥
先
」
によ

り
決
っ
て
いる
、
女
糸
の相
続
であ
り

入
婿
し
た
男
チ
ー変
41
女
ナー
が教
⊥

輔
、
教
L
楠
1
ー
踏
は
⊥
仁
三郎
に
の

み
使
う
r
と
し
て
教
ー
を
禰
佐す
る
と

い
う
)
三
6
黛
、
L
に
三
郎
、す
み
犬

婦
に
直
目
(現
敦
ー
)
磁
生
。
四
三年

型
舳
は
出
口
繁
へ
入
籍
し
出
口
工
仁
三

郎
と
改
め
る
(入
誰
が
産
れ
た
のは
彼

が
長
男
で
あ
る
か
⊃
一い
わ
れ
て
い

る
)こ

の
前
後
、
教
団
は
な
お
の
「お筆

先
」
に
徒
い
、
雑
鶴
69
に
」ωる
冠
島
、

倉島
を
型
場
と
な
し
、
鞍
馬
山
、
.κ
伊

勢
、
出
雲
大
紅
に
吻.ノ拝
、
ーハ鰯
県
高
砂

沖
の
神
島
を
聖
場
と
し
て
い
る
。

大
正
七
年
(
一九
一八)
十
一月
六

旦

な
お
は
八
十
三
蹴
で
綾
部
で屏
天

ず
る
。
な
おが
明
治
二六
年
以
降
二十

七
年
聞
に
書
い
た
「お箪
先
」
は
半
紙

で
約
十
万
枚
に
の
ば
ろ
と
いう
。

大
正
八
年
、
明
智
光
秀
の居
城
亀
山

城
塊
を
買
収
。
以
後
、
祭
政
　
致
にな

ら
い
祭
を
綾
甜
で
、
政
、
つ
まり
種
々

の
蠣
薮

亘
伝
沽
期
を
飽
岡
で
と
二本

建
て
に
し
、
七
の
㎝縦
を
図
って
い

る
。大

正
九
ヰ
、
大
阪
で
八L
目日
新
聞

を
買
収
し
莞
行
を
紐
け
る
。今
で
こそ

新
興
'小教
団
体
の
機
関
紙
発行
は
め
ず

ら
し
く
な
い
が
、
当
時
大阪
の
朝目
、

毎
日
新
聞
が
資
本
金
一五
〇
カ
であ
っ

た
こ
ろ
、
大
正
目
目
は
二
〇
〇
万、
発

行
部
数
は
四
八
万
で
こ
れ
も
二
紙
を
上

義

・て
い
た
と
い
つ・
勿
覇

郵

奮

で
鷺

.
こ
の
新
躍

笙

次大

本
事
件
の
打
離
、
一氷
教
団
体
の
新
聞

と
し
て
一般
読
者
の
欝
反
、
薬
大な
負

債
な
と
に
よ
り
大
止
一
一年
閉
社
し

た
。
な
お
量
仏
活
動
に
つ
い
て
は王
仁

三
郎
の
力
に
よ
る
も
の
が
積
極
的な
そ

し
て
新
し
い
ん
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た

よ
つで
あ
る
。
特
に
出
版
活
勤
に
は
力

を
人
れ
、
現
在
も
亀
岡
に
剛
刷所
人
月

社
(株
式
会
社
)
を
も
って
い
る
。

教
哨は
爆
発
的
に
伸
び
つ
つ
あ
や
。

そ
し
て当
時
の
仕
会
情
勢
は
、
日
消
・

日
鋸
に
勝
利
レた
天
宰
制
国
家
が
大
陸

に触
手
を
伸
ば
し
て
い
る
折
で
あ
る
。

彼
り
しし
て
み
れ
ば
自
分
の
体
内
に
柚

細
胞
か
増
殖
ず
る
の
を
看
適
で
き
な
か

った
の
だ
ろ
う
。
こ
の
頃
大
正
十
年

(一九
二
一)
.「目
十
二
日
第
一次
大

本
那
件
4
件
が
起
こ
った
。
(文
)

(中
)
で
は
第
一次
入
本
事
件
と
王

仁
三郎
の
入
鹸
、
及
び
教
理
(下
)
で

は
、そ
れ
以
後
の
歴史
と現
在
の状
況
、

お
よ
ひ
「大
本
」
の
批
判
と
検
討
を
掲

一載
ン
」
い蜜

す
。

(饗

部
)

△
前
回
「コ
ム
ギ
紺
行

團
」
第
六
回
で
友
記
の
よ

つ
な誤
擢
が
あ
の
ま
し
た
の
で
訂
止
い

たし
ます
。

一段
四行
目

L
位
↓
上
流

三
段
十行
目

ソ
ィー
↓
ヴ
ィ
ノ
ー

三段
左側
か
ら
二
行
白

階
葉
館
↓
瞬

葉
館

四段
目
六行
目

エギ
ロ
ノ
ス
・シ
シ

ン
ド
リ
カ
穂↓
エギ
ロ
ゾ
ス
●シ
リ

ン
δ
力
種

+
八
行
目
ト
リ
ア
イク
ム
・ペ
ル

シウ
ム租
トメ
リ
ア,
ク
ム
・ぺ
〃

シ
ム種

同

採
算
し
た
。
↓
採
集
し
た
が

二
+行
目

ム
レ
ブ↓
ム
レ
ケ
ィ

万段
六行
目

大
歓
送
↓
大
歓
迎

六段
九
側か
ら
八
行
目

接
続
↓
提
供

七段
ニ
ー
三行
目

「ジ
ヨ
ル
ジ
ア
の

農
作物
」
、
リ
ス
ト
↓
「ジ
」
ル
ジ

ソ
の膿
作
物
リ
ス
ト
」

四行
目

チ
モ
ェー
ビ
種
↓
ナ
此
{

ー
ビ種

八
行目

六
倍
性
↓
数
偲
仕

十行
目

独
立
↓
独
自

十
三行
目

往
復
四
〇
〇
計
」
4ー艇

五
〇9
。

左
側
から
五
行
目

囲
ま
れ
て
↓

轟

た

八
段
五行
目

ト
ソゾ
↓
丘

七
行目

協
会
↓
教
会

八
行
目
本
造
土
小造

十
九
行
目
ヰ
エ
コ↓
牛
工
ノ

ニ
+
行
目

こ
の地
、
↓
こ
の
地
の

九
段
目

ア
フ
ラテ
イ
ノム
種
↓
ア
ノ

ラ
テ
ィ
ク
ム榎

▽
今
回
で
「コ
ムギ
紀
行
」
は
終
わ
り

ま
し
た
。
掲載
中
、
誤
植
等
あ
り
ま
し

て
箪
者
な
ら
び
に読
者
請
兄
姉
に
ご
迷

感
を
お
か
け
し
た
こと
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。
(■集
琶

柵繋ジ竃に一
日時。11月20日(日)-26目(土)27日

(日)から一週間
費用・片遭の旅費だけでもOK(帰 りの

旅費の支給の便あり)
×同時にみかん狩りキャンプがあり、全国

から若人がエネルギーをぶっつけに集まります。
連絡先・巣山区東山七条下ル愛子(同志社大・3)松林増井力

安定成長 の綜 合化学

火薬 ・染斜 ・医薬 ・農薬

日ホ 化 薬
東京都千代田区丸 ノ内・1丁目6番 地 徽話(216)0461代 表

750


